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屋根　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

おこないます。　　　　　　　　　

下塗り・上塗り二回の三層四工程を

根を殺す防カビ下塗りをおこない、

根が残ってしまいますので、カビの

いくら高圧洗浄をかけても、カビの

対処方法　　　　　　　　　　　　

屋根　ビクトリー瓦　　　　　　　

られました。　　　　　　　　　　

また全体的にカビ・コケの発生も見

めに塗装が必要です。　　　　　　

すので、割れやズレなどを抑えるた

てくると雨漏れを起こしてしまいま

が生じ、瓦の下の防水シートが破れ

て乾いてを繰り返し瓦の割れやズレ

表面の塗装劣化が進み、雨水を吸っ

外観　　　　　　　　　　　　　　
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鼻かくし　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

をおこないます。　　　　　　　　

つながりますので、下塗り・上塗り

劣化すると腐食、お住まいの痛みに

経年劣化しています。　　　　　　

予備瓦　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

い塗装をしていきます。　　　　　

割れている瓦は、差し替えをおこな

棟 部分　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

テ等で補修をおこなっていきます。

棟瓦のセメント劣化部は点検し、パ
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軒天　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

塗装をしていきます。　　　　　　

この部分は通気性の良い軒天専用の

経年劣化しております。　　　　　

破風板　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

同上　　　　　　　　　　　　　　

破風板　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

の下塗り・上塗りを行います。　　

い旧塗膜をケレン作業で除去し専用

れる恐れがありますので、密着の悪

このまま塗装しても旧塗膜から剥が

旧塗膜が剥離をおこしています。　
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シャッター　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

で塗装が必要です。　　　　　　　

劣化するとサビが発生してきますの

ます。　　　　　　　　　　　　　

この部分は鉄、スチール素材になり

軒天　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

おこない塗装をしていきます。　　

劣化が激しい部分は一部張り替えを

軒天　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

の下塗り・上塗りを行います。　　

い旧塗膜をケレン作業で除去し専用

れる恐れがありますので、密着の悪

このまま塗装しても旧塗膜から剥が

旧塗膜が剥離をおこしています。　
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ダクトカバー　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

同上　　　　　　　　　　　　　　

樋　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

をおこない塗装をしていきます。　

がありますので、塩ビ専用の下塗り

劣化すると割れが生じたりすること

こちらは塩ビ素材になります。　　

シャッター　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

必要があります。　　　　　　　　

地処理をおこない、塗装をしていく

ので、ケレン作業・サビ止め等の下

てもすぐにサビが表面化してきます

サビが発生しているうえに塗装をし

対処方法　　　　　　　　　　　　
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塀　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

ないます。　　　　　　　　　　　

に石タイル張りを左右の門柱におこ

幅５００㎜・高さ１１００㎜の部分

門扉　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

この門扉は撤去をおこないます。　

その他配管　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

同上　　　　　　　　　　　　　　
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基礎クラック部　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

同上　　　　　　　　　　　　　　

基礎クラック部　　　　　　　　　

修をおこないます。　　　　　　　

につながりますので、ｼｰﾘﾝｸﾞ等で補

や膨張につながり構造物の性能低下

入るだけでなく、内部の鉄筋の腐食

中性化されたｺﾝｸﾘｰﾄは表面にヒビが

徐々に中性化されます。　　　　　

素や酸性雨と結合することによって

ｱﾙｶﾘ性のｺﾝｸﾘｰﾄは空気中の二酸化炭

塀　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

に施工していきます。　　　　　　

奥行きの部分も張りますので、Ｌ型
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外壁　劣化部　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

同上　　　　　　　　　　　　　　

チョーキング現象　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

の塗装をお勧めします。　　　　　

体の痛みにつながりますので、早め

を吸い込んでしまい、外壁や中の躯

この状態になると表面から水や湿気

なっています。　　　　　　　　　

し、チョークの粉状のような状態に

紫外線などにより塗膜の表面が劣化

基礎　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

こないます。　　　　　　　　　　

この部分はパテ等で埋めて補修をお

- 9 -



外壁シーリング劣化部　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

ていきます。　　　　　　　　　　

替え・打ち増しをおこない塗装をし

劣化している部分はシーリング打ち

外壁シーリング劣化部　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

装をしていきます。　　　　　　　

シーリング等で補修ををおこない塗

や建物の寿命につながりますので、

等が直接侵入し躯体・ボードの痛み

この部分から雨水や湿気、炭酸ガス

劣化している部分があります。　　

外壁　補修部　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

こな、塗装をしていきます。　　　

この部分はシーリング等で補修をお
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外壁シーリング劣化部　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

ない塗装をしていきます。　　　　

劣化している部分は打ち増しをおこ

劣化している部分がありますので、

見落としがちですが、サッシ廻りも

外壁シーリング劣化部　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

い、塗装をしていきます。　　　　

劣化の激しい部分は打替えをおこな
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